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１

ペ
ー
ジ

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
九
年
二
月
二
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場

所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
十
六
号

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
協

定
に
よ
り
、
堤
防
と
道
路
と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議

が
成
立
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。関

係
図
書
は
、
建
設
交
通
部
河
川
砂
防
課
及
び
仙
北
地
域
振
興
局
建
設
部

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
河
川
の
名
称
　
一
級
河
川
　
真
昼
川

二
　
河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類
　
左
岸
堤
防

三
　
河
川
管
理
施
設
の
位
置
　
大
仙
市
太
田
町
三
本
扇
字
高
花
一
番
二
号
か

告
　
示

◯
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
六
五
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
１

ら
一
番
七
号
ま
で

四
　
管
理
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

（一）

名
称
　
道
路
管
理
者
　
大
仙
市
長

（二）

住
所
　
大
仙
市
大
曲
花
園
町
一
番
一
号

（三）

代
表
者
の
氏
名
　
大
仙
市
長
　
栗
　
林
　
次
　
美

五
　
管
理
の
内
容

（一）

道
路
専
用
施
設
（
路
面
（
路
盤
ま
で
の
部
分
を
含
む
。
）
、
路
肩
、

道
路
の
附
属
物
そ
の
他
の
専
ら
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作

物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
新
設
（
道
路
の
附
属
物
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

（二）

路
肩
に
接
す
る
法
面
で
、
当
該
路
肩
か
ら
法
長
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

範
囲
内
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
維
持

（三）

原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧

六
　
管
理
の
期
間
　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
道
路
の
存
続
す
る
日

ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
十
七
号

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令

◯
河
川
法
に
よ
る
堤
防
と
道
路
と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
（
六

六
・
河
川
砂
防
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
河
川
区
域
の
変
更
に
よ
る
廃
川
敷
地
等
（
六
七
、
六
八
・
河
川
砂
防

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
（
六
九
・
北
秋
田
地
域

振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
（
七
〇
・
山
本
地
域
振

興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

公
　
告

◯
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
地
域
活
動
支
援

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
河
川
の
名
称
　
一
級
河
川
　
赤
倉
川

二
　
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日
　
平
成
十
九
年
一
月
十
六
日

三
　
廃
川
敷
地
等
の
位
置
、
種
類
及
び
面
積

関
係
図
面
は
、
建
設
交
通
部
河
川
砂
防
課
及
び
仙
北
地
域
振
興
局
建
設

部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
　
そ
の
他

教
育
委
員
会
告
示

◯
教
育
委
員
会
会
議
の
開
催
（
二
・
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

公
安
委
員
会
告
示

◯
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
の
実
施
（
二
一
・
生

活
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
告
示
第
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

告
　
　
　
　
　
　
示

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

唐
松
宇
津
野
線

唐
松
宇
津
野
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

二
四
・
五
〇
〜
三
四
・
五
〇

二
四
・
五
〇
〜
六
五
・
三
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
三
四

〇
・
〇
三
四

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

大
仙
市
協
和
船
岡
字
大
川
前
外
四
国
有
林
地
内

〃

位
　
　
　
　
　
　
置

仙
北
郡
美
郷
町
小
荒
川
字
嶋
ノ
越
二

百
二
十
番
一
及
び
二
百
二
十
番
二
並

び
に
同
郡
同
町
千
屋
字
荒
町
百
八
十

八
番

面
　
　
　
積

一
、
三
九
三
・
八

六
平
方
メ
ー
ト
ル

種
　
類

土

地
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２

河
川
法
施
行
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
河
川
法
（
明
治
二
十

九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
四
十
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の

廃
川
敷
地
等
の
下
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
公
示
の
日
か
ら
三

月
以
内
に
知
事
に
下
付
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秋
田
県
告
示
第
六
十
八
号

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令

（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
河
川
の
名
称
　
一
級
河
川
　
出
川

二
　
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日
　
平
成
十
九
年
一
月
十
九
日

三
　
廃
川
敷
地
等
の
位
置
、
種
類
及
び
面
積

関
係
図
面
は
、
建
設
交
通
部
河
川
砂
防
課
及
び
仙
北
地
域
振
興
局
建
設

部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
　
そ
の
他

河
川
法
施
行
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
河
川
法
（
明
治
二
十

九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
四
十
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の

廃
川
敷
地
等
の
下
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
公
示
の
日
か
ら
三

月
以
内
に
知
事
に
下
付
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秋
田
県
告
示
第
六
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
施
行
者
の
名
称

大
館
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

種
類
　
大
館
市
都
市
計
画
道
路
事
業

名
称
　
三
・
三
・
九
号
有
浦
東
台
線
及
び
三
・
五
・
四
号
新
町
線

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
十
四
年
三
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

（一）

収
用
の
部
分

大
館
市
東
台
四
丁
目
、
五
丁
目
、
六
丁
目
、
七
丁
目
、
柄
沢
字
小
柄

沢
及
び
丸
山
下
地
内

（二）

使
用
の
部
分

な
し

秋
田
県
告
示
第
七
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
施
行
者
の
名
称

能
代
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

能
代
都
市
計
画
公
園
事
業
五
・
五
・
一
号
能
代
河
畔
公
園

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
五
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

変
更
な
し

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の

と
お
り
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
一
月
十
七
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
・
エ
ヌ
ポ
ッ
ク

三
　
代
表
者
の
氏
名

佐
々
木
　
久
　
弥

四
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

秋
田
県
に
か
ほ
市
金
浦
字
木
の
浦
山
十
四
番
地
九

五
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
に
か
ほ
市
民
や
日
本
国
民
に
対
し
て
、
白
瀬
南
極
探
検

隊
長
の
「
探
検
す
る
心
」
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
る
精
神
と
夢
と
ロ
マ
ン
を
持
っ
て
も
ら
う
。
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
新
し
い
形
の
イ
ベ
ン
ト
を

と
お
し
て
、
極
地
と
探
検
と
自
然
環
境
へ
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
。
白

瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
な
ど
文
化
・
科
学
・
体
育
施
設
へ
の
側
面
協
力
か

ら
地
域
文
化
の
底
上
げ
を
図
る
。
さ
ら
に
白
瀬
関
連
の
諸
外
国
と
の
人

的
・
文
化
的
交
流
を
推
進
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
に
努
め
、

新
し
い
文
化
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
十
八
日
県
営
土
地
改
良
事
業
（
山
内
地
区
ほ
場
整
備

事
業
）
の
換
地
処
分
を
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

大
曲
市
花
館
上
町
十
三
番
地
八
佐
藤
一
男
ほ
か
十
七
人
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
の

で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の

三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
知
事

寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
花
館
地
区
担

い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
区
画
整
理
型
））
変
更
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
二
月
五
日
か
ら
同
年
三
月
五
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
大
仙
市
役
所

秋
田
県
教
育
委
員
会
告
示
第
二
号

次
の
と
お
り
教
育
委
員
会
会
議
を
開
催
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
太
　
田
　
宥
　
子
　

一
　
日
時
　
平
成
十
九
年
二
月
六
日
　
午
前
十
時
四
十
分

二
　
場
所
　
教
育
委
員
会
委
員
室

位
　
　
　
　
　
　
置

大
仙
市
藤
木
字
乙
板
杭
百
三
十
六
番

一
地
先

面
　
　
　
積

六
〇
二
・
二
四
平

方
メ
ー
ト
ル

種
　
類

土

地

公
　
　
　
　
　
　
告

教

育

委

員

会

告

示

公

安

委

員

会

告

示
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３

秋
田
県
公
安
委
員
会
告
示
第
2
1
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
3
3
年
法
律
第
６
号
）
第
５
条
の
３

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
を
実

施
す
る
の
で
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
3
3
年
政
令
第

3
3
号
）
第
５
条
の
８
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

平
成
1
9
年
２
月
２
日秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
大
　
渕
　
宏
　
道
　

１
　
実
施
年
月
日

平
成
1
9
年
３
月
1
5
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
3
0
分
ま
で

２
　
実
施
場
所

秋
田
市
山
王
五
丁
目
９
番
６
号
　
警
察
共
済
組
合
秋
田
県
宿
泊
所
　
ふ

き
み
会
館

３
　
講
習
科
目
及
び
講
習
時
間
数

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令
並
び
に
猟
銃
及
び
空
気
銃
の

使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
５
時
間
実
施
す
る
。

４
　
受
講
定
員

4
0
人

５
　
受
講
申
込
み
に
必
要
な
書
類

（
１
）
受
講
申
込
書
　
２
通

（
２
）
写
真
　
２
枚

写
真
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、

無
背
景
の
顔
写
真
で
大
き
さ
が
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
も
の
と
す

る
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

６
　
受
講
申
込
み
等

（
１
）
申
込
み
用
紙
の
交
付

各
受
付
場
所
に
お
い
て
交
付
す
る
。

（
２
）
受
付
期
間

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
（
国
民
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

2
3
年
法
律
第
1
7
8
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。）
を
除
き
、

平
成
1
9
年
２
月
２
日
（
金
）
か
ら
３
月
９
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、
定
員
4
0
人
で
締
め
切
る
。

（
３
）
受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す
る
県
内
の
各
警
察
署

７
　
講
習
手
数
料

6
,8
0
0
円

受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

８
　
そ
の
他

（
１
）
講
習
終
了
後
考
査
を
行
い
、
講
習
に
係
る
事
項
を
修
得
し
た
と
認
め

ら
れ
る
者
に
対
し
、
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

（
２
）
講
習
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
、
秋
田
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活

環
境
課
危
険
物
対
策
係
（
電
話
0
1
8
-8
6
3
-1
1
1
1
内
線
3
1
6
8
）
又
は

県
内
の
各
警
察
署
生
活
安
全
係
（
秋
田
中
央
警
察
署
に
あ
っ
て
は
生
活

環
境
係
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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